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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年2月21日(2008.2.21)

【公開番号】特開2001-237634(P2001-237634A)
【公開日】平成13年8月31日(2001.8.31)
【出願番号】特願2001-2369(P2001-2369)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｑ  13/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｑ   1/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｑ  21/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｑ  13/08    　　　　
   Ｈ０１Ｑ   1/50    　　　　
   Ｈ０１Ｑ  21/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月4日(2008.1.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】
　電光、コロナ及び低周波数静的エネルギ防護を有する能動アンテナ・システムにおいて
、
　接地板の上にアレイ状に配列された複数のパッチ・アンテナ要素と、
　前記複数のパッチ・アンテナ要素を動作的に相互接続する給電構造体であって、前記接
地板の開口を介して前記パッチ・アンテナ要素へ無線周波数（ＲＦ）エネルギを開口結合
するよう動作可能である給電構造体と、を備え、
　前記パッチ・アンテナ要素が、所与の方向に偏波されるよう構成され、
　各前記パッチ・アンテナ要素と結合された第１及び第２の導電性排流線を更に備え、
　前記第１の排流線は、前記パッチ・アンテナ要素の一方の側に接続され、
　前記第２の排流線は、前記パッチ・アンテナ要素の反対側に接続され、且つ前記パッチ
・アンテナ要素に対して対称に配置され、
　前記導電性排流線は、ＲＦエネルギが前記パッチ・アンテナ要素の偏波方向に関して非
常に低い前記の偏波されたパッチ・アンテナ要素についての対称の範囲で前記パッチ・ア
ンテナ要素のそれぞれと結合され、
　前記排流線が、前記接地板に結合されている
能動アンテナ・システム。
　【請求項２】
　前記給電構造体が、前記複数のパッチ・アンテナ要素と開口結合されているマイクロス
トリップ一体化給電部材である請求項１記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項３】
　前記接地板と結合されたバックプレインを更に含み、
　前記排流線が、前記バックプレインと電気的に結合されている
請求項１記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項４】
　前記給電構造体と動作的に結合され且つ接地コネクタ部分を有する同軸コネクタを更に
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含み、
　前記排流線が、前記接地コネクタ部分に電気的に結合されている
請求項１記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項５】
　前記パッチ・アンテナ要素及び前記排流線が、誘電性基板に担持されている請求項１記
載の能動アンテナ・システム。
　【請求項６】
　前記排流線を前記接地板に接続する接地手段を更に含む請求項５記載の能動アンテナ・
システム。
　【請求項７】
　バックプレイン、及び前記バックプレインに一体に設けられた同軸コネクタを更に含む
請求項１記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項８】
　前記接地手段が、前記誘電性基板に設けられ且つ前記排流線と電気的に結合された接地
コネクタを備える請求項６記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項９】
　前記接地手段が、前記排流線と電気的に結合された接地ワイヤを備える請求項６記載の
能動アンテナ・システム。
　【請求項１０】
　前記誘電性基板が、前記接地板から且つ一般的にそれに平行に離間している請求項５記
載の能動アンテナ・システム。
　【請求項１１】
　導電性バックプレインを更に含み、
　前記接地板は、前記バックプレインと電気的に結合され、
　前記バックプレインは、ケーブル・コネクタの接地コネクタに電気的に結合されている
請求項１０記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項１２】
　前記導電性バックプレイン及び前記接地板は、前記給電構造体と、それに結合されてい
るいずれの電子装置及び回路との周りにガウス形遮蔽を形成する請求項１１記載の能動ア
ンテナ・システム。
　【請求項１３】
　前記バックプレイン及び前記接地板は、前記パッチ・アンテナ要素により送信又は受信
される無線周波数の波長の１／１００より小さいメッシュ・サイズを有する金属メッシュ
から形成されている請求項１２記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項１４】
　接地板の上にアレイ状に配列された複数のパッチ・アンテナ要素と、前記複数のパッチ
・アンテナ要素を動作的に相互接続する給電構造体であって前記接地板の開口を介して前
記パッチ・アンテナ要素へ無線周波数（ＲＦ）エネルギを開口結合するよう動作可能であ
る給電構造体とを有する能動アンテナ・システムに対して電光、コロナ及び低周波数静的
エネルギ防護を与える方法において、
　前記パッチ・アンテナ要素を所与の方向に偏波するステップと、
　第１及び第２の導電性排流線を各前記パッチ・アンテナ要素と結合するステップであっ
て、前記第１の排流線は、前記パッチ・アンテナ要素の一方の側に接続され、前記第２の
排流線は、前記パッチ・アンテナ要素の反対側に接続され、且つ前記パッチ・アンテナ要
素に対して対称に配置され、前記導電性排流線は、ＲＦエネルギが前記パッチ・アンテナ
要素の偏波方向に関して非常に低い前記の偏波されたパッチ・アンテナ要素についての対
称の範囲で前記パッチ・アンテナ要素のそれぞれと結合される、各前記パッチ・アンテナ
要素と結合するステップと、
　前記排流線を前記接地板に結合するステップと
を備える方法。
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　【請求項１５】
　前記アンテナ・システムが、前記接地板と結合されたバックプレインを含み、
　前記結合するステップが、前記排流線を前記バックプレインと電気的に結合するステッ
プを含む
請求項１４記載の方法。
　【請求項１６】
　前記パッチ・アンテナ要素及び前記排流線を誘電性基板に位置決め配置するステップを
含む請求項１４記載の方法。
　【請求項１７】
　前記誘電性基板を前記接地板から且つ一般的にそれに平行に離間して配置するステップ
を更に含む請求項１６記載の方法。
　【請求項１８】
　導電性バックプレイン及び前記接地板を用いて、前記給電構造体とそれに結合されてい
るいずれの電子装置及び回路の周りにガウス形遮蔽を形成するステップを更に含む請求項
１７記載の方法。
　【請求項１９】
　前記パッチ・アンテナ要素により送信又は受信される無線周波数の波長の１／１００よ
り小さいメッシュ・サイズを有する金属メッシュの前記バックプレイン及び前記接地板を
形成するステップを更に含む請求項１８記載の方法。
　【請求項２０】
　ハウジングと、
　前記ハウジングに配置された複数のアンテナ要素と、
　１つ以上の前記アンテナ要素と動作的に結合され且つ前記ハウジングに配置された１つ
以上の電子的構成要素と、
　前記アンテナ要素及び前記１つ以上の電子的構成要素を電光、コロナ及び低周波数静的
エネルギから防護する防護構造体と
を備える能動アンテナ・システム。
　【請求項２１】
　前記アンテナ要素がパッチ・アンテナ要素を備え、
　前記能動アンテナ・システムは更に、前記パッチ・アンテナ要素を相互接続する給電構
造体を含み、
　前記防護構造体は、少なくとも１つの導電性排流線を各前記アンテナ要素と結合する手
段と、前記排流線を一緒に共通接続点に結合する手段とを含む
請求項２０記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項２２】
　前記防護構造体は、前記給電構造体及び前記１つ以上の電子的構成要素の周りにガウス
形遮蔽を形成する手段を含む請求項２１記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項２３】
　前記ガウス形遮蔽が、導電性バックプレイン及び接地板により形成される請求項２２記
載の能動アンテナ・システム。
　【請求項２４】
　前記バックプレイン及び前記接地板は、前記パッチ・アンテナ要素により送信又は受信
される無線周波数の波長の１／１００より小さいメッシュ・サイズを有する金属メッシュ
から形成される請求項２３記載の能動アンテナ・システム。
　【請求項２５】
　前記パッチ・アンテナ要素は、所与の方向に偏波され、
　前記排流線は、各パッチ・アンテナ要素の対称の範囲に又はその近くに結合され、
　前記対称の範囲は、無線周波数エネルギが前記パッチ・アンテナ要素の偏波方向に関し
て比較的低い範囲である
請求項２１記載の能動アンテナ・システム。
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　【請求項２６】
　各パッチ・アンテナ要素と結合された第２の排流線を更に含み、
　前記排流線及び前記第２の排流線が、前記パッチ・アンテナ要素に関して対称的に位置
決めされている
請求項２５記載の能動アンテナ・システム。
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